
























7月24日 大村市視察について（文章としての案） 
 
日田商工会議所キャッシュレス委員会では、7月24日（金）に長崎県大村市への視察を予定して

おります。 
 
今回の視察はキャッシュレス委員会が窓口となっておりますが、単にキャッシュレスや地域通貨

の仕組みを学ぶことが目的ではありません。 
 
大村市では、中小企業振興基本条例を活用しながら、行政・商工会議所・企業・関係団体が継続

的に連携し、若者定着、人材確保、DX推進、地域経済活性化などの課題に取り組んでいます。 
 
特に、 
 
・商工会議所会頭と市長による定期的な意見交換 
・中小企業振興会議の開催 
・専門部会による調査研究 
・市長への提言と施策化 
・高校と企業の意見交換会 
・若者定着施策 
・DX推進や地域通貨の活用 
 
など、条例を活かした官民連携の仕組みが継続的に運営されています。 
 
今回の視察では、キャッシュレスや地域通貨の取り組みも学びますが、その背景にある 
 
「なぜ継続的な官民連携ができているのか」 
「中小企業振興基本条例をどのように地域づくりへ活かしているのか」 
 
という点を重点的に学びたいと考えております。 
 
当日は、13時30分から大村市長による現状報告・講話が予定されており、その後、大村市商工

振興課や商工会議所関係者との意見交換を行う予定です。 
 
日田市においても、人口減少や若者流出、人材不足などの課題が深刻化しています。これらは

行政だけの課題ではなく、地域経済を支える私たち事業者にとっても重要な経営課題です。 
 
今回の視察を通じて、日田市の中小企業振興基本条例の活用や、今後の商工施策、官民連携

のあり方について考える機会とし、視察後には内容を共有しながら、日田市の未来につながる議

論へ発展させていきたいと考えております。 
 
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 

日田商工会議所 キャッシュレス委員会 
委員長　宮野 大樹 
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